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国際会計基準審議会 IInternationalAccounting Standards BoardJ (以下ではIASBと



















































































































IASB概念フレームワ→ 2013年討議資料 ASBJ概念フレー ムワー ウ
開示される利益 包括利益文は当期純利益 包括利益及び当期純利益
クリー ンサー プラス関係 1つ 2つ
提供される財務諸表のセット数 1つ 1つ 1つ
OCIが計上されるか いいえ I<l:い はい
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き∞s年度 目ユ0隼3: 201l:i手，.年Jl 2013年度
問暗砧綜主資本腕剰益率 e 自己資本終判益率 《ペ盆 自己資本包括和j益率
孟井物産{株)
2∞9年度 2010年，.年底 2012年度 初"年度















制噌時株主資本純利益事 ・喝各 自己資本純利益事 一炉ρ 自R資本忽街利益存率
三菱商事(株)
2閣9年底 2010年度 2011年度 却 12$.11年度



























































































































17 KPIとは，重要業績評価指標 (KeyPerformance Indicators)の略である。
18日本経済新聞2014年12月28日朝刊。
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